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 「高次脳機能障害」とは、交通事故や脳梗塞、脳出血などが原因で脳の精密な情報処理（高

次脳機能）がうまくいかなくなった状態のことです。誰でもなる可能性がありますが、今まで

あまり知られてきませんでした。また、事故や病気の前とすっかり人が変わってしまったかの

ように思えて、ご家族が悩んでいる場合も多いです。 
  
  ＜主な症状＞ 

・ 記憶障害：新しいことが覚えられない。物の置き場所を忘れる。 
・ 注意障害：ぼんやりしている。何かをするとミスばかりする。 
・ 遂行機能障害：自分で計画を立てて物事を実行できない。 
・ 社会的行動障害：感情や要求のコントロールができない。相手を思いやれない。 
・ 病識の欠落：自分に障害があることを認識できず障害がないかのようにふるまったり言ったりする。 
・ その他：人格の変化。目は見えるのに物や形や色の理解ができない。  など 

 
 

   脳外傷友の会「しずおか」について 
高次脳機能障害をもつ方やそのご家族の集まりがあり 

ます。同じ悩みを話し合ったり、福祉制度を一緒に学ん 
だり、障害について理解を求める働きかけを行っていま 
す。 
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・ 賀茂健康福祉センターでは相談会の開催を予定しています。 

詳細は後日改めてお知らせします。 
    

 悩みは抱え込まずに、ぜひ、賀茂健康福祉センターや脳外傷友の会「しずおか」へご連絡 
ください。 
保健福祉課：０５５８－２４－２０５６、松崎保健支援室：０５５８－４２－０２６２ 
 



 

 

 

 

平成18年度静岡県内で発生した食中毒件数は28件、患者数は894人で、そのうち賀茂保健所管内で発

生した食中毒は2件、患者数は19人でした。 

 食中毒の発生原因物質としては28件中16件が昨年冬期に全国的に流行したノロウイルスによる食中毒

であり、患者数も686名にもなりました。 

昨年度の月別発生状況では、下図のグラフどおり夏期だけではなく冬期の発生も多発していました。 

 このような食中毒の発生を防ぐためには、原因物質となる食中毒菌を「付けない」「増やさない」「殺す」

の3原則が重要です。 

具体的には、「食品の調理・喫食の前に必ず手を洗い、清潔な食器や調理器具を使う。」「生鮮食品は新

鮮な物を購入し、適切な温度で保存する。」「食品の加熱は十分に行い、包丁やまな板等も洗浄・消毒をす

る。」などが食中毒防止に重要なポイントになります。 

食中毒防止の3原則に心掛け、食品の取扱に十分注意して健康に毎日を過ごしましょう。 

 

 
H18年度県月別食中毒発生状況
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H18年度県原因別食中毒発生状況
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 ＜生活保護一口メモ＞ 
保護率の比較
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  ～増えつづける保護率～ 

 

 

 

保護率は、バブル崩壊後の約１０年間全国的に

上昇し続けています。 

 

 

 

 

県内の保護率は、東部地区が高く西部地区が低

い傾向にありますが、その中でも伊豆東部地区の

高さが目立っており、最も高い熱海市と最も低い

裾野市とでは２０倍以上の差があります。 

 

 

 

 

 

 
 

このような保護率の地域間の差は、地域ごとの

失業率や高齢化などの進展状況、都市部での生活

困窮者の増加などによるものと考えられており、

伊豆東部地区の保護率が高いのは、基幹産業であ

る観光の長期低迷が大きな要因と想定されてい

ます。 

(注) 1 保護率（ﾊﾟｰﾐﾙ）は、人口千人に対する割合 
2 全国のＨ19年数値は18年 9月（直近）の数値 
3 資料出所：「福祉行政報告例」 

 
                    

 
 

 
                   
                   

  
                    
                    
         
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

静岡県賀茂健康福祉センター 
 〒415-0016 下田市中 531-1（静岡県下田総合庁舎 4 階・2 階） 
 電話 0558-24-2032 
 ホームページ http://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-710/ （変更になりました） 
松崎保健支援室 〒410-3624 賀茂郡松崎町江奈 255-3 電話 0558-42-0262 
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総務係 センター内の調整
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衛生薬務課 

環境課 

、経理、災害救助

医療機関の開設等の相談、医療機関の立入検査 

健・医療・福祉の総合相談窓口、社会福祉協議会の育成指導、家庭児
談、女性相談、民生委員活動の推進、各種保健統計 

健康づくりの啓発、県民の健康づくりを支援する事業推進、市町の健康
づくり事業への支援、エイズ・結核対策、難病対策、感染症の予防対策 

高齢者・障害者（身体・知的・精神）に対する福祉施策の推進、子育てに
る福祉施策の推進、母子保健に関する福祉施策の推進、介護保険の指

導、こころの健康相談、児童扶養手当、母子寡婦福祉資金の貸付

食品衛生、狂犬病予防、旅館・公衆浴場・理容・美容・クリーニング・
興行場の営業の監視指導・相談、温泉利用の適正化、薬局・医薬品販売
業等の監視指導、麻薬・覚せい剤、毒物・劇物等の不正使用の防止、献

保
童相

関す

血推進
水道・浄化槽・廃棄物・特定建築物等に係る監視指導 

生活保護の決定と実施

児童虐待の防止、こどもの発達相談、障害についての相談、非行・養護に
ついての相談 

町への保健サービス支援、こころの健康相談、精神保健、母子保健、健康
づくり対策、食品・薬務・環境関係業務、その他保健・衛生サービス窓口
業務（管

＜担当する事務＞ 

轄区域は松崎町・西伊豆町） 

賀茂健康福祉センターご案内 


